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性の向上

技術概要 2 説明資料 4
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連続鉄筋コンクリート舗装用斜
交メッシュパネル

FKメッシュパネルを用いて、鉄筋敷設における、
大幅な工程短縮及び省力化を行う。

技術概要 70 説明資料 72
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狭隘部にも適用できる河川護岸兼用の山留め式擁
壁

技術概要 83 説明資料 85

7 KK-210062 - A フラッドエース
高演色(Ra80)、低消費電力(210W)で、1kW投光器と
同等の明るさのLED投光器

技術概要 100 説明資料 102

8 TH-160012 - VR 高含水泥土改良剤 MTシリーズ
建設現場から発生した高含水泥土を短時間で固化
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泥土改良剤

技術概要 110 説明資料 112
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コンクリート湿潤・保温養生
シート(潤王「うるおう」)

散水回数の低減を可能とし、湿潤性および保温性
に優れた鉛直・水平兼用のコンクリート養生シー
ト

技術概要 127 説明資料 129

10 KT-220184 - A
常温型コンクリート舗装補修材
「ニンジャシール」

必要な材料をワンパッケージ化した重機や火を使
わない常温硬化型のコンクリート舗装補修材

技術概要 150 説明資料 152
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トルクデータを活用した多数ア
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ステム
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の品質管理の高度化を図るシステム

技術概要 162 説明資料 164
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技術概要 170 説明資料 172

13 QS-210050 - A
LiDARスキャナ付きタブレット
等を活用した3次元測量アプリ
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LiDARスキャナ付きiOS対応タブレット、スマホ等
安価でシンプルな装置で３次元データを取得でき
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技術概要 185 - -
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総合気象GISプラットフォーム
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適切に実施
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一工程式小口径推進工法「アリ
トン工法（アリトンベーシッ
ク）」

非開削で地中に直径65～250mmの管路を敷設する小
口径推進工法

技術概要 210 説明資料 212
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極小削孔径で施工できるPCグラウト充てん不足部
の補修工法

技術概要 223 説明資料 225

18 KT-230031 - A
常温硬化型舗装ひび割れ補修材
「スーパーMDシール」

常温硬化型ひび割れ補修材 技術概要 233 説明資料 235

19 HK-150003 - VR プラスネット工 転石・浮石群に対応可能な落石予防工 技術概要 244 説明資料 246

20 KTK-180007 - VE 船舶動静共有航行支援システム
船舶(AISやレーダー非搭載)の動静を、リアルタイムに可
視化する陸上管理システムと、衝突予防機能を実装した
航行支援(タブレット)システム

技術概要 258 説明資料 260

21 KT-160058 - VE KSボンド 土木用高耐久型エポキシ系接着剤 技術概要 268 説明資料 270

22 KT-210005 - A こんこん（連続打音検査装置） 高所の打音検査を支援する点検機器 技術概要 281 説明資料 283

23 KT-200039 - A N-Jet工法 改良効率を高めた大口径高圧噴射撹拌工法 技術概要 289 説明資料 291
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担当部署 宮崎設計技術課

担当者 谷口　隆太郎

NETIS登録番号 QS-140005-VE 電話番号 0985-20-9241

社名等 インフラテック株式会社 e-Mail taniguchi-r@infratec.co.jp

技術の概要

国の機関　 147　件　（九州　　126件　、九州以外　21件　）　
自治体 　　4052　件　（九州　2859件　、九州以外　1193件　）　
民　 間　　45　件　（九州　　23件　、九州以外　22件　）　

　河川護岸やブロック積み擁壁などにおいて、両端が侵食され破壊するのを防護す
るために小口止工が設けられます。従来は、現場打ち工でコンパネなどの型枠を設
置して形成されていましたが、養生による工程待ちや高所作業により安全性が損な
われている現状がありました。そこで、型枠の設置、撤去が不要で、ブロック積み
とほぼ同時に施工でき、施工性、安全性の向上を期待し、小口止工のコンクリート
二次製品を開発しました。

・本製品は、前面ブロック、背面ブロック、側壁部はGRC製の薄肉版を使用してお
り、型枠工などの熟練工を必要とせず、施工性、安全性を向上させた製品です。
・型枠の設置・撤去・養生期間が不要なため、工期短縮が可能です。
・製品重量は、100kg程度で、積みブロックを施工する重機で設置可能です。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 

３．技術の効果

・型枠の設置、撤去が不要なため、工期短縮が可能です。
・現場打ちでの足場支保工が不要なので、ブロック積みと同時施工が可能なため、
高所作業が軽減でき、安全性、施工性が向上します。

４．技術の適用範囲

河川護岸、ブロック積み擁壁の小口止工、横帯工の形成に使用できます。
・適用寸法：幅300mm
・適用勾配：1:0.3～0.5

技術名称 小口止用サイドブロック

２．技術の内容

５．活用実績

2



６．写真・図・表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊製品規格

　＊製品構造イメージ 　＊施工手順
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NETIS登録Ｎｏ. ＱＳ－２０００２１－Ａ

株式会社共立電照
TEL：0985-65-6700

ソーラー蓄電システム一体のＬＥＤ照明
停電の影響を受けず、街を照らし続けます⇒防災・防犯効果が期待できます

恵みの光の特長
・リチウムバッテリー 安全性能抜群、長寿命
・ソーラーパネル 高温でも高効率を維持
・調光コントローラー バッテリー残量で照明出力調光、消えない光
・長寿命ＬＥＤ ９００００時間の長寿命、191.1ｌｍ／Ｗの高効率
・ステンレス本体 耐蝕性に優れ、丈夫で長寿命
・独立電源の照明灯 引込線工事不要で工程短縮
・オプション付属可能 コンセント、人感センサー、防犯カメラ

電力供給街路灯の場合 恵みの光の場合

導入写真

ホームページ
https://fk-led.com/
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導入実績

宮崎総合運動公園
陸上競技場横避難所

宮崎総合運動公園
テニスコート横避難所

宮崎総合運動公園
高台避難所

沖縄県名護市
アグリパーク駐車場

鹿児島県ＪＲ指宿枕崎線
慈眼寺駅前広場

宮崎総合運動公園
高台避難所
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新技術
新工法
説明会

超耐
シーラー
TF2000

2023

in宮崎

NETIS
KT190076
VE

技術名 長寿命型シーリング工法

概要 土木コンクリート構造物目地の長寿命化

特徴 高耐候・高耐久の1成分形シーリング材

登録 NETIS KT-190076-VE JIS F-25HM 8020

超耐シーラーTF2000

31



開発目標3

問題点❶❷2

現状1

開発▶Point 1,2,34

プロローグ0

性能5

効果6

施工7

実績8

適用例9

公的データ10

反応硬化

0 プロローグ

２成分形〔２液〕

シリコーン系
シリル化アクリレート系

ポリサルファイド系

アクリルウレタン系
ポリウレタン系

変成シリコーン系

変成シリコーン系
ポリサルファイド系

シリコーン系

１成分形〔１液〕

シーリング材シーリング材

ポリウレタン系

湿気硬化

超耐シーラーTF2000

シリル化アクリレート系

シーリング材の種類
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1 現状 シーリング材の評価は？

Strong Point

長持ちしない
Weak Point

簡単施工でスピ－ディー

Lowイニシャルコスト
施工品質の安定

優れたゴム弾性

2 問題点❶ 耐候性

樹脂

‣紫外線
‣熱 etc.

目地モデル

シーリング材

‣樹脂が分解！
‣クラック発生‼

コンクリート
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2 問題点❷ 耐久性

樹脂
可塑剤ブリード現象

施工直後（柔） 経年（硬）
可塑剤の流出

一般的なシーリング材のゴム物性シミュレーション

柔かさ

柔

硬
初期 ５年 10年

結果

剥離・破断

3 開発目標

一般的なシーリング材の耐用年数
5～10年ほど

20年
実現すれば

“20年”
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4 開発
これまで30年超にわたる
技術と実績の蓄積

長寿命化技術の開発

誕生！

目標達成！

VE

4 開発 Point 1 紫外線(UV)に強い！

暴露条件に極めて強い高耐候性能

一般的なシーリング材
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物性変化が少ない！

流出成分(可塑剤)無配合▶初期物性を長期間維持

4 開発 Point 2

一般的なシーリング材

柔かさ

柔

硬
初期 ５年 10年 15年 20年

超耐シーラーTF2000

一般的なシーリング材

柔軟性を
高レベルでKeep

4 開発 Point 2

ゴム物性シミュレーション

物性変化が少ない！
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動的耐候性試験 ▶実際の目地の動きに近似

❶試験実施年：2014年6月18日～2015年10月1日
❷試験場所：茨城県かすみがうら市
❸試験方法：被着体にPCaコンクリート板を用い

てI型試験体をJIS養生にて作製
❹養生後に以下のサイクルを繰り返す
(1)サンシャインウェザーメーター2000時間暴露
⇒10年相当

(2)繰り返し疲労試験 変位量±20%で4000回
⇒10年相当
※〔(1)＋(2)〕× 2サイクル＝20年相当

4 開発 Point 1＆2

シーリング材
PCaｺﾝｸﾘｰﾄ

試験体数n=3

1 32

1 32

促進耐候処理後の繰り返し疲労耐久試験

PCaｺﾝｸﾘｰﾄ

幅広目地でも安心！

幅50mm×深さ30mmの目地に適応▶優れた形状保持性

目地幅 50mm 充填作業 仕上り

4 開発 Point 3
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5 性能

被着体 条件
50%

引張応力
(N/mm2)

最大
引張応力
(N/mm2)

最大
荷重時伸び
(％)

モルタル

養生後 0.20 1.28 930
23℃
水浸漬後 0.19 1.09 870
80℃
加熱後 0.33 1.60 850

“接着性”

※試験方法：JIS A 1439に準拠

超耐シーラーTF2000〔JIS F-25HM 8020 , JSIA F★★★★〕

5 性能 “接着性”

引張接着性試験

ｽﾀｰﾄ 60sec. 120sec.

900％

引張速度 50mm/min.

38



“比較”

超耐シーラーTF2000

一般的なシーリング材

5 性能
耐久性

耐候性
作業性
(幅広目地適用)

10年20年

10年

中

中

コスト
パフォーマンス

20年

優

6 効果 ライフサイクルコスト(LCC)の大幅な低減！
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7 施工 “手順”
下地の乾燥＆清掃

ヘラ仕上げ

バックアップ材の装填

養生撤去＆清掃

シーリング材の充填

マスキングテープ養生

プライマー塗布
PCa

目地モデル
2成分形の場合
撹拌・混合

7 施工
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■晴天または曇天であることを確認する。

■目地幅、目地深さが適正になるように調整する。

■商品名と色および数量を確認する。

■プライマーを準備する。

■接着面が濡れていないことを確認する。

目地形状に問題がある場合、
亀裂などの原因になります。

目地幅10～50mm・目地深さ10～30mm

＆目地幅：目地深さ＝１：１～２：１

接着面が濡れている（指触して
指先が濡れる・マスキングテー
プが着かない）状態で施工する
と接着不良の原因になります。

コンクリート

シーリング材

■切粉、ゴミなどを刷毛、ブラシ等で除
去する。

■油分などは、中性洗剤等を使用し
除去する。

■ワーキングジョイントの場合 バックアップ材により、目地形状の調整と同時に二面接着を確保する。

■ワーキングジョイントの場合 目地はシーリング材が柔軟に伸縮できるよう二面接着にする。

※注意！ 三面接着となった場合、切れや剥離の原因となります。

※注意！ アルコールで清掃を行うと硬化不良の原因になります。

ゴミや油分などを残したまま
施工すると接着不良の原因
に！

コンク
リート

シーリング材
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■目地際に隙間ができないように圧
着させる。

塗りムラがあったり、専用プライマー
以外のものを使うと剥離や切れの原
因となります。

①シーリング材と接着面との接着性向上。

②脆弱な接着面の強度向上。

③接着面からの湿気、アルカリ成分などの接着阻
害物質の浸出防止。

■接着面の汚れや油分の除去および乾燥 を確
認する。

■塗布量は１５０ g/㎡が目安。塗りムラが

ないように塗布する。

■塗布後は１５分以上（冬場は３０分以上）
乾燥させる。（乾燥時間＝オープンタイム）

■プライマー塗布後、当日中にシーリング材を打設できなかった場合や

打設前に接着面が雨などで濡れてしまった場合は、接着面の乾燥を確認
した後、再度プライマーを塗布する。

■プライマー塗布後、オープンタイムの経過を 確認。

■ノズルの先端を目地底につけて、途切れ
ないようにシーリング材を充填する。

■隙間や気泡が入らないよう所定量を充填 す
る。

■目地形状を考慮しながら、必要量を充填する。

シーリング材に隙間(気泡)が

入った状態で仕上げると、そこ
から切れる恐れあり！

※注意！

気泡表面は薄膜になっているため、劣化の進行が急速に進みます。
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②目地底に向けて十分に押さえることで隙間をなくし気泡も追い出す。

③表面を平滑にしてきれいに仕上げる。
シーリング材が接着面に密着し
ていないと、そこから切れる恐
れあり！

■金ヘラ等を使い、充填したシーリング材を
押し込む。

■２回仕上げが基本。

※注意！

押し込みが十分でないと接着面に密着せず、隙間（気泡）混入の原因
となります。

①シーリング材を接着面に均一に密着させ接着強度を確保する。

■表面についたシーリング材は、硬化する前
にウエスで拭き取る。

■シーリング材の表面硬化が進む前に、周辺を汚さないよう丁寧に
テープを除去する。 表面の硬化が進んでから除去

すると糸引きするため、目地際
などの仕上げが損なわれますの
で注意が必要です。

高品質な施工により
高性能な目地が完成します︕
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27

8 実績

オートン超耐シーラーTF2000

主要施工実績

28

古平神恵内線道路メンテナンス工事

□北海道
[施工時期] 2021年7月
※用途：スノーシェルター補修

✓

実績
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□北海道開発局 小樽開発建設部
[施工時期] 2016年12月
※用途：橋梁コンクリート高欄目地

✓

実績

29

一般国道5号 黒松内町熱浮橋補修外一連工事

30

国道118号会津道路 橋梁整備工事

□福島県 会津若松建設事務所
[施工時期] 2017年12月
※用途：ボックスカルバート目地

✓

実績
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31

かつら幹線 農業用水路改修工事

□関東農政局 那珂川沿岸農業水利事業所
[施工時期] 2015年11月
※用途：PCaコンクリート用水路目地

✓

定期点検実施中！
実績

32

□関東農政局 那珂川沿岸農業水利事業所
[施工時期] 2015年11月
※用途：PCaコンクリート用水路目地

✓

8年経過後

かつら幹線 農業用水路改修工事実績

暴露

水浸漬

異常なし！
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33

実績 国道122号昭和橋 4車線化架け替え工事

✓□埼玉県行田県土整備事務所
□群馬県 東部県民局館林土木事務所
[施工時期] 2013年12月
※用途：橋梁橋脚上地覆目地

定期点検実施中！

✓

34

✓□埼玉県行田県土整備事務所
□群馬県 東部県民局館林土木事務所
[施工時期] 2013年12月
※用途：橋梁橋脚上地覆目地

10年経過後
実績 国道122号昭和橋 4車線化架け替え工事

✓

異常なし！

異常なし！
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35

東京外かく環状道路 市川市区間建設工事

✓□関東地方整備局 首都国道事務所
[施工時期] 2017年12月
※用途：ボックスカルバート目地

実績

36

東塩川沢宮平 橋梁補修工事

✓□長野県上田市
[施工時期] 2017年2月
※用途：橋梁伸縮装置部コンクリート地覆目地

実績
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37

下新橋橋脚天端改修工事

□富山県富山市
[施工時期] 2019年6月
※用途：下新橋橋梁橋脚天端改修

✓

〔複合工法〕超耐シーラーTF2000
高伸長防水材
高強度コーティング材

実績
定期点検実施中！

38

下新橋橋脚天端改修工事

□富山県富山市
[施工時期] 2019年6月
※用途：下新橋橋梁橋脚天端改修

✓ 〔複合工法〕超耐シーラーTF2000
高伸長防水材
高強度コーティング材

実績
4年経過後

約50cm
約30cm

異常なし︕
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39

九島大橋 橋梁上部工建設工事

□愛媛県宇和島市
[施工時期] 2015年9月
※用途：橋梁フラップ目地

実績

✓

40

二崎浄水施設改修工事

□福岡県企業局苅田事務局
[施工時期] 2017年1月
※用途：コンクリート擁壁目地

✓

実績
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奈多海岸堤防補修工事

□大分県杵築市
[施工時期] 2022年6月
※用途：コンクリート堤防目地補修

✓

実績

42

オートン超耐シーラーTF2000

橋梁適応箇所

9 適応例
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43

橋梁断面イメージ 適応箇所

44

適応箇所〔写真〕
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オートン超耐シーラーTF2000

公的データ10

公的データ

適合

総プロ：建築省総合技術開発プロジェクト
コンクリートの耐久性向上技術の開発
「注入材および充填材の品質規格」
土木補修用充填材シーラント系 JWWA K161 浸出性試験

適合
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❶施工者︓活用効果調査〔5件以上〕
❷産学官︓新技術活用評価会議
❸結 果︓継続調査の対象外

VE
85％

2021年度 活用件数
〔全国26,878件〕

超耐シーラーTF2000

メリット

施工者開発者
・活用効果調査結果が公表

▶当該技術の信頼性の補完
・工事成績評定で加点の対象

・活用効果調査表の提出が不要
公共工事の受注時に有利︕

手間が省けて採用しやすい︕

採用機会が大幅にUP

NETIS登録番号 KT-190076-VE
西暦 登録番号

関東地方整備局
value end:評価終了
情報種別記号

◆確 定︓従来技術より優れる︕
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担当部署 総販売代理店　（株）HINATA

担当者 川添　員也（かわぞえ　かずや）

NETIS登録番号 　QS-200048-A 電話番号 03-6326-7866     携帯　090-8661-7814

会社名等 株式会社トータル環境 MAIL
　Email:　K.Kawazoe@bcc-kk.com

技術の概要

国の機関　 26　件　（九州　 24件　、九州以外　2件　）　
自治体　 　　０　件　（九州　 　0件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　　10　件　（九州　 　7件　、九州以外　3件　）　

２．技術の内容

５．活用実績

災害時の応急復旧で法面等の崩壊箇所や崩壊の恐れのある箇所を保護するためにブルーシート（防水シート）が
一般的に利用されている。気象変動による災害は広範囲に渡るため、復旧に着手するまでの待機時間は思った以
上に長くかかる。
その間に一般的なブルーシートは経年劣化により破損したりめくれあがったりしてしまい、再度新しいブルーシート
で養生工事を行なわねばならなくなっているのが実態である。
よって保護シートはより強度が強く、より経年劣化に耐える材料であることが望ましい。
またシート同士を連結して、拡張できるようになっていれば面展開可能な養生ができる。

・従来のポリエチレンシートから耐久性の高いターポリンシートとした。
・ターポリンシートに補強ベルト（高強度ターポリン）を格子状に溶着し、強度の高いシートとした。
・シートの端部に補助シート（フラップ）を溶着し、外周部を2重接合構造として、連結できるようになっており、面展
開ができる拡張性を持たせた。
・シートの色が黄色で注意喚起ができ、表面は防汚処理を施したものとした。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 

技術名称 高耐久保護シート　防災イエローシート

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

②特に効果の高い適用範囲

・災害時の応急復旧が長期間と予想される場合

・注意喚起が必要な現場

・被災家屋の養生

①適用可能な範囲

・災害時の応急復旧で法面等の崩壊箇所や、

崩壊の恐れのある箇所

・盛土や切土法面の一時的な養生

・仮設盛土や残土の養生

・シートの耐久性が高いため、長期間の応急復旧に対応できる。 また、繰り返し使用することにより、産業廃棄

物の縮減が期待できる。

・シートの強度が高く破れにくく、単管パイプ等を用いて地山等に強固に固定できるため、シートのまくれの抑制

に期待できる。

・シートの接合部からの雨水の進入や、まくれを防止できるため、応急復旧箇所の確実な保護が期待できる。

・シートの色を黄色としたことにより、応急復旧箇所等の危険箇所の注意喚起を促すことができる。
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６．写真・図・表

各交差部は

土嚢結束可能

補強ベルト

フラップ

四方への連結拡張が出来ます

補強ベルトは溶着しています

5.5m×5.5m

フラップ

シート外観

ラインナップ

Aタイプ

5.5m×5.5m

Bタイプ

5.5m×10ｍ

Cタイプ

10m ×10m

総販売代理店 株式会社 H I N A T A
〒124‐0023

TEL・FAX  03‐6326‐7866     携帯 090‐8661‐7815

E‐mail  k.kawazoe@bcc‐kk.com

東京都葛飾区東新小岩 8‐15‐2‐201 

お問い合わせ

〒113‐0033

TEL 03‐3830‐0841       FAX 03‐3830‐0752

https://www.totalkankyo.com

東京都文京区本郷 3‐3‐11 IPB御茶ノ水ビル２F
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１．

２．

３．

４．

５．

7．

お問い合わせ・ご用命は

広島本社 〒730-0835 広島県広島市中区江波南2丁目10-6
TEL 082-292-6321　　FAX 082-295-7058

吉田工場東棟 〒739-1103 広島県安芸高田市甲田町下小原竹定2136-1
TEL 0826-45-3500　　FAX 0826-45-3502

施工スピードが2～7倍 に向上するため、工程短縮 によるトータルコスト削減 ができる。

工場内で専用設備での自動生産のため、鉄筋ピッチ等の品質が安定 する。

製品長が5m～10ｍであり、現場に通常大型車での納入が可能 であり、特殊車両申請が不要 。

株式会社藤崎商会

http://www.fujisaki-shokai.co.jp/

　ujisaki-shokai

悪天候や現場条件など、鉄筋敷設工程に制限がある場合 などに特に効果が高い。

そんな状況を改善すべく、新工法を開発しました。

FKメッシュパネル工法 は、

　連続鉄筋コンクリート舗装における

NETIS登録番号：CG-160007-VE

　鉄筋の敷設の画期的 な工程短縮 工法です。

バラ鉄筋を1本ずつ結束する必要がないため、鉄筋工がいなくても敷設が可能 となる。

1人当たりの鉄筋の施工数量が2～7倍 に増加するので、省人化 できる。

　連続鉄筋コンクリート舗装の鉄筋敷設工法

　　　　　　　FKメッシュパネル工法

現在、建設業界では、

若者をはじめとした作業員不足が深刻な社会問題となっています。

【活用促進技術】　 

 

 

製 品 特 徴
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実施済試験内容 ① 引張試験 FKメッシュパネル供試体を使用し、溶接部で破断しない事を確認済。

② 疲労試験 降伏強度の50％荷重にて200万回繰り返し試験に耐えうる事を確認済。

③ 疲労試験後静的荷重試験
上記②の疲労試験を載荷済の供試体にて引張試験を行い、母材同等の
強度を有していることを確認済。

標準製品は図2の通りとなります。

主筋径 D19～D16までの各サイズ
配力筋径 D13の各サイズ
材　質 SD345
製品長 主筋長さ　4m～9mまでの各サイズ
製品幅 2.3m未満

表2.疲労試験後静的荷重試験
(SD345D16xD13)

NETIS登録番号：CG-160007-VE

形　　　　状

製作可能範囲

【活用促進技術】 　

鉄筋を電気抵抗溶接する事によって加えられる熱影響による鉄筋母材の強度低下もありません。（試験結果下表の通り）

写真１．引張試験供試体破断状況
(SD345D16xD13)

　ujisaki-shokai

表1.引張試験
(SD345D16xD13)

 

品質について

形 状 及び 製 作 可 能 範 囲
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